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2021 年度年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： ２０２２年４⽉１０⽇ 
● 事 業 名 ： ⾃然と⽣きる若者の集団プロジェクト 
● 資⾦分配団体 ： ⼀般財団法⼈中部圏地域創造ファンド 
● 実 ⾏ 団 体 ： 特定⾮営利活動法⼈⾺瀬川プロデュース 
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： ☐有 þ無 
 

① 実績値 （実績値の対象は、基本は 2021 年９⽉〜2022 年３⽉末。中間報告時に 9 ⽉を⼊れている場合は 10 ⽉からでも結構です） 
アウトプット 指標 目標値 達成 

目標 

現在の指標の達成状況 

(実施した活動内容も５W１H や、参加人数等もわかるように書い

てください＝別紙一覧でも可) 

進捗

状況

＊ 

1-1 
 地元が主催するイベント
の⽀援及び住⼈を対象に⾏
った「住み⽅アンケート」の
ニーズ、要望を種とした活
動を⾏って、住みやすい地
域づくり活動を⾏う。 

① ⼊込者の数 
② ア ン ケ ー ト 調 査

結果 

① 2,200 ⼈ 
② ⾃然のすばらしさ

に対する理解が進
んだことが確認で
きる 

2023 年
3 ⽉ 

・アスレチック等の活動は分離団体に移管。 
① 住⺠交流による⽀援活動は、コロナ禍の⻑期化で、⼭村へ

の⼊込者が増加傾向。地域住⺠との交流の機会が増えた。 
② ⽥舎の良さの理解が進み、移住希望者の空き家情報を求め

る⼊込者の機会が増加し、活⽤が進みつつある。 
③ 本事業による活動が住⺠に認識されるようになり、２年の

事業期間を経た 2022 年３⽉に実施した、住⺠向け聞取調
査結果は、組織の認知度が向上した。 

④ 地元主催のイベントにスタッフとして⽀援参加し、来場者
700 ⼈に接客し、地域の⾃然をＰＲし好感を得た。 

３ 

計画

より遅

れてい

る 

1-2 
 ⾃然豊かな地域であるこ
とを実感するためにも、地
元住⺠に⾃然環境整備活動
に参加を促す。 

①地元住⺠参加者数                 
②アンケート調査結
果 

①  100 名 
② ⾃然豊かな地域を
実感するようになった
住⺠ 

当初に⽐べ 20％増 

2023 年
3 ⽉ 

① コロナ禍が⻑期化し、地元住⺠を含めた環境整備活動は当
初計画より低調となった。 

② 学⽣を対象とした⾃然観察、植物観察、森林環境の実習及
び座学等を他の活動時に併せて実施した。６回  36 ⼈ 

③ ⾺瀬川クリーン作戦、春・秋の 2 回実施。この活動に対す
る地元⺠の評価は⾼まっている。 実施 87 ⼈、（うち地
元参加者 75 ⼈） 

④ 住⺠を対象とした聞き取り調査を実施し、都市部の学⽣か
ら⾒た⾃然の豊かさを訴えた。 

 

２ 

計画

通り進

んでい

る 
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1-3 
 地元のこどもたちや活動
するメンバーが、地域に愛
着を感じるようになるた
め、寺⼦屋での学習⽀援、⾃
然環境の勉強会を実施す
る。 

①全体の参加者及び
地元のこどもの参加
数 
②地元⽀援者の⼈数                     
③アンケート調査結
果 

① 寺⼦屋 
地元⺠ 30 ⼈ 
他地域 20 ⼈ 
                           

③愛着を持つようにな
った⼈ 20 ⼈ 

2023 年
3 ⽉ 

・寺⼦屋活動はコロナの影響により中⽌。 
① 地域内の⼦供は少⼈数であり、⼦供対象の活動は、再検討

する。アイチカラと協議。 
② できれば都市部からの⼦供を対象とした活動を検討し、こ

れに地元の⽗兄同伴の⼦供を合流させる活動を検討する。 
③ 愛着を持った⼈（聞き取り調査等の把握）14⼈ 

④ 地域の⾃然環境に関する勉強会及び、本年度実施した各種
活動の参加者（学⽣）向けは、これまで学校教育では学ん
だことはなく、貴重な経験と好評。学校教育では印象が薄
く記憶がなく、現地実習の効果の⾼さを実感。 

⑤ 最終年度も、継続して実施し、地域の魅⼒、愛着の⾼まり
を期待する。 

３ 

計画

より遅

れてい

る 

2-1 
 地域環境の維持、及び、地
域住⺠との交流促進に向け
て、要望の強い草刈り、河
川・⽤⽔路等の地域⽀援ボ
ランティア活動を実施す
る。 

①ボランティアの数・
回数 
②地域との交流回数
及び地域住⺠の活動
への参加⼈数 

①草刈り⽀援参加者   
1⃣回 20 ⼈ 

河川清掃整備 
2 回 20 名 

河川清掃 
２回、50 ⼈ 

2023 年
3 ⽉ 

① 草刈り⽀援活動は好評 
・草刈り実習   4回 17 ⼈ 
・ラジコン草刈機実演会１回 19⼈ 
・河川清掃 1回 3 ⼈ 2 回 6 ⼈ 
地元住⺠参加は、上記 6 回 21⼈ 

② ⽤⽔路清掃作業⽀援 １回 3 ⼈ 
③ 住⺠との交流会は、コロナ禍で呼びかけを躊躇した。最終

年度に実施が可能か検討中。 
④ 草刈りマップ製作 継続中 

２ 

計画

通り進

んでい

る 

2-2 
 空き家の実態把握・整備
等、地域に住める環境づく
りを推進する。 

①空き家の実態把握・
整備件数・活⽤件数         
②移住した⼈の数         
③空き家を改修して
活⽤   

① 把握した空家 
５⼾ 
整備件数 １件 
活⽤件数 １件 

② ⽬標数 値５⼈→
２⼈ 

③ 整備件数 1件 
 活⽤件数 1件 

2023 年
3 ⽉ 

① ・実態調査で把握した空き家 １2⼾、 
・空き家整備 ０件 
・空き家活⽤、現在調整中 ６件、  

② 移住家族 １件（６⼈） 
移住⾒込み ２件（企業誘致による従業員宿舎の調整が
進められている。） 

③ 空き家改修・活⽤ １件  
改修計画 １件 

④ 事業実施期間中（2021 年）に、当該地域の廃校校舎を活
⽤、企業誘致が進み改修中。 

⑤ 社屋のほか従業員向け宿泊施設⽤として空家が活⽤され
る⾒込み。 

当会がこれに協⼒している。 

３ 

計画

より遅

れてい

る 
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3-1 
 ⼊込者の⾃然体験を経た
⾃然・環境に関する関⼼の
⾼まりについて把握するた
めに、調査を⾏う。 

①聞き取りおよびアン
ケート調査 
②調査で⾃然・環境へ
の関⼼が⾼まったと回
答した⼈の数 

① 50 ⼈ 
② 10 ⼈ 

2023 年
3 ⽉ 

⼊込者を対象とした調査はコロナ禍で不実⾏。 
① ⼊込者向けに⾃然環境体験の機会を与える活動の取組み

を模索する。（最終年度） 
② ①を体験した者に対する調査⽅法を再検討する。（聞き取

り調査か） 

４ 

→活

動項

目から

除外 

＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4 その他 
 
 
②事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  3.課題がある 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
☐変更なし þ短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  þ短期アウトカムの指標 þアウトカムの⽬標値 
 

3. 活動に関する報告 
① 当該事業は、当初計画がスタートしてまもなくコロナ感染が深刻化したこと、また、これまでの活動のメインであった森林を活⽤したアスレチック等の事業

を当会から切り離したため、会運営及び活動に⼤きく影響を及ぼし、当初計画の内容の⼤幅な変更を余儀なくされた。 
② 変更後の本事業の活動は、「地域住⺠とともに、地域で住み続けられることができる強⼒なコミュニティーの確⽴」を主軸に、地域住⺠と都市部の若者・学⽣

らによる活動に転換し、これまで 2 カ年間展開してきた。 
③ コロナ感染防⽌対策は、都市部からの若者・学⽣らの導⼊の規模を縮⼩、分散・五⽉⾬型とし、過密化を避ける態様としてきた。したがって、学⽣の春・夏
休みに集中した活動を、週末などに分散し、少⼈数で回数を多く仕組んだ。 
この結果、⾺瀬地域内に⼩規模ではあるが週末となると学⽣たちの姿が各地で⾒られ、地域住⺠は、若者たちによる地域⽀援活動が⾏われていることを再三

に亘り⾒かけて注⽬し、認識されるようになった。 
（アンケート（2021年に実施）結果では、「当会を知らない」という回答が 60％を占めていたが、聞き取り調査（2022 年 3 ⽉実施）では 20％に減少した。 

④ 活動の主役である学⽣は、本年度の⾺瀬地域における各種活動について、有意義で楽しかったと好評となった。 
➄ ⼀⽅、学⽣を迎える側の地域住⺠は、都市部からの若者や学⽣らとの交流について、これまで経験したことも想像もしなかったため、物珍しさもあり予想以

上に歓迎され、ほぼ予定した活動は実施済みとなった。 



4 

⑥  ことに調査活動は、地元⺠が調査に当たった学⽣を親切に快く迎へ⼊れたため順調に進んだ。さらに、地元が企画したイベントに、本事業による若者・学
⽣らがスタッフに加わって⽀援したため、ひときわ⽬⽴つ若者らが話題となり、好評を博した。 

⑦ ⽬的としている「都市と農村」、「若者と⾼齢者」を結ぶ効果は⼀定の成果を得たと判断している。（本事業の活動期間は、2021年度約 1年間程度である。） 
⑧ 当該地域への観光⼊込者数は、コロナ前は年間約 10万⼈程度を推移していたが、その内、約半数の 5万⼈程度は村の花⽕⼤会及び各種お祭りイベント参加⼈

数がほとんどを占めていた。 
⑨ 夏の花⽕⼤会は、毎年 8 ⽉最後の⼟曜⽇に開催され、毎年、実⾏委員会が結成され、資⾦は住⺠から寄付等が集められ、1 夜に 2 万⼈が⼊込者にカウントさ

れてきた。しかし、花⽕⼤会は⼀夜で資⾦を消費し、地域を潤すメリットはこれといったものは⾒られず、効果は少ないものとなっている。 
⑩ こうした⼀過性のイベントは、コロナ禍で 2 年間中⽌されて、2020、2021年度の観光⼊込者数は 4 万 5千⼈~5万⼈前後と⾒込まれ、今後、コロナが終息し

て各種イベントが再開されるようになったとしても、急激にコロナ前の 10万⼈の⼊込者を確保するのは困難で早期に回復は期待できないと思われる。 
⑪  地域の現状は、本事業が開始されるようになってからも疲弊の進⾏はとどまることなく、⼈⼝は 1,080 ⼈台となり、1000 ⼈台を割り込むことは⽬前となっ

ている。 
⑫ 交通の最⼤の頼みの綱となっていた乗合バスが 2020 年に廃⽌され、現在は、予約制のデマンドバスとなったが、住居が分散しているため利⽤者が希望する巡

回路線の確保は困難で評判は良くない。 
⑬ 当会が 2020 年度に実施した「住み⽅アンケート」による住⺠の要望のうち、居住地周辺の「草刈り」作業⽀援の要望が NO1で、⼈⼝減少と⾼齢化で⽣活圏

の維持管理さえ困難となっていることが伺える。 
⑭ 当会は、活動の重要な⽀援項⽬に「草刈り」を掲げ、これを担ったのは都市部からの若者・学⽣で、協議体に結集する⽊匠塾、アイチカラの動員⼒によって、

数回に亘って実施し⼤きな成果となった。また、最終年（2022）及びその後も、これを継続したいと考えている。 
⑮ しかし、⼈⼝減少と⾼齢化した農⼭村社会に対して、草刈り等ボランティア⽀援者が簡単に確保出来るとは考えられない。これは草刈り⽀援に限らず疲弊す

る農⼭村⽀援をいかに進めるかは簡単ではなく、いわば「我が国の⼭村問題」であるといえる。 
⑯ 本事業において最も⼤切なこと、重要となるのは、若者や学⽣らが農⼭村に何を求めており、逆に農⼭村地域が若者や学⽣らに対して何が提供できるか、こ

れが鍵である。本計画で期待するアウトカム（実績値や⽬標値）など、いかに低位な⽔準を考えても挙げられる数値は出ない。それは、⾃治体が営々として、
しかも膨⼤な資⾦と労⼒を投じてさえ成し遂げられないものを、事業規模が些少のこの事業では、おおよそ困難であることは⾔を待たない。 

⑰ 本協議体は、幸いにしてこれまで⼭村地域と都市部の学⽣らとの連携活動を 30 年に亘って続け、その実績を持っている。こうした活動の中味は、時代は変遷
しても、都市と農村がともに引き合い、引かれ合って多くの活動を続け、これを経験した学⽣が全国に約 7000 ⼈以上存在し、今なお活動している。 

⑱ 私達は、本事業をこの活動の延⻑線にオーバーラップしようと考えているところである。⾃然や地域そのものは依然として変化していないが、変化している
のは私達⼈間であり、若者や学⽣たちは何時までも若者ではなく学⽣ではない。この事業が開始された 2021年から 2023 年の 3 年間に農村は変化しなくても
若者や学⽣らは成⻑して社会に⾶び出して⾏く。この間に、当該事業が成すべきこと、（アウトカム）を、数値による体裁や格好ではなく、低位な⽬標であっ
ても将来に向けて継続したいと考えている。 
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⑲ 当該⾺瀬地域は、前述の加⼦⺟における活動（かしも⽊匠塾：中津川市加⼦⺟地域）と同⼀時期の 30 年間に、村の活性化を図る活動が続けられてきた。しか
し、この間に⾏われてきた活動は、残念ながら地域住⺠との関係は薄く国の補助制度を活⽤して単発的に繰り返され、その都度メディア掲載され、報道され
て賞賛された。これは⾟⼝ではなく結果的に、求めるべき本来の効果は少なく、⼈⼝では、⾼齢者ばかりの住⺠が 30 年前の半数以下に減少し、教育⾯では、
僅か 30 ⼈の児童を持つ⼩学校を残すのみで、保育園や中学校は隣町に吸収され、⺠宿は皆無、⽇⽤品を扱う商店は 1店舗のみとなった。 

⑳ 本事業においては、都市部からの若者や学⽣らを当該地域に呼び込み、コロナで実施が困難となった「地域との交流」をはじめ⾃然体験を通じて都市と農村、
若者と⾼齢者のマッチングを、今後、コロナ禍においても果敢に進め、本事業が終了後も継続したいと考えている。 

㉑ 本事業において、当該地域を訪れる若者や学⽣らは、豊かな⾃然環境を背景に、郷⼟における⽂化のほか都市部では経験できない⾃然体験はじめ、複数の⼤
学間の交流、⼤学構内では学ぶことができない体験学習を、森林や⽊材はじめ⾃然素材を活⽤しつつ展開して⾏くことしている。 
㉒ さらに、この活動を通じて、事業が終了した後においても、しっかりとした地域を⽀える活動⺟体（ＮＰＯに限らない）を構築し、事業が継続できるシステ
ムができあがることを⽬指したい。 

6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
① ３密を避けるため、⼀度に⼤勢の若者や学⽣らが参加するのではなく、⼩規模、分散、五⽉⾬式にして活動を進めるよう計画の⾒直しを⾏った。 
② 活動に参加する 1 週間前は検温を⾏い、健康体で参加することを厳しく徹底した。 
③ マスクの着⽤、⼿洗い等基本的な感染防⽌策を徹底した。 

③広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
 

２ 広報制作物等 
   ⾃然と⽣きる若者ら通信ＶＯＬ１、同ＶＯＬ２ 

3.報告書等 
 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
☐はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：変更していない。 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIAの窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：そうした事案はない。 

4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：役員会で話題としている。 

6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 


